
◆
1 
8
日
(

明
治
六
年
)

◆
1 
9
日
(

昭
和
二
〇
年
)

◆
2
0
日
(

昭
和
三
年
)

◆
1 
7
日
(

昭
和
二
一
年
)

◆
1 
6
日
(

一
八
八
三
年
)

◆
1 
5
日
(

二
〇
五
年
)
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i

◆
2
5
日
(

九
〇
三
年
)

㌶
菅
原
道
真
へ
没
す

詛
t
olM
日
(

昭
和
=
年
)

㌶
二
・
二
六
事
件
起
こ
る

詛
」
日
(
1
六
五
七
年
)

l
I

「
大
日
本
史
」
編
さ
ん
始
ま
る

詛
ァ
S
日
(

妄
九
毒
)

◆
出
目
(

明
治
三
九
年
)

◆
2
3
日
(
1
九
1
七
年
)

◆
2
2
日
(

明
治
一
〇
年
)

◆
2 
1
日
(

昭
和
二
1
年
)

リ
ト
h
l
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.
H
ノ
h
h
l

り
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ー

き
ょ
う
の歴　

史
2月15日

­28日

藤
原
清
衡
へ
平
泉
中
尊
寺
を
建
立

日
本
で
初
の
天
気
図
発
行

金
融
緊
急
措
置
令
施
行
へ
新
円
切
換

長
崎
間
の
有
線
電
信
綱
完
成

ア
メ
­
カ
軍
へ
硫
黄
島
に
上
陸

回
普
通
選
挙
施
行

婦
人
警
察
官
の
募
集
始
ま
る

西
郷
隆
盛
へ
熊
本
城
を
包
囲
す
る

ロ
シ
ア
へ
二
月
革
命
起
こ
る

日
本
社
会
党
第
一
回
大
会
ひ
ら
­

一
千
利
休
へ
没
す

I㌶lh
.
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恒
例
の
消
防
出
初
め
式
は
'

一
月
二

十
日
午
前
︑
市
営
タ
ラ
ウ
/
ガ
で
行
わ

れ
へ
八
三
九
名
の
消
防
団
員
が
参
加
し

て
'

防
災
活
動
の
第
l

線
で
痘
躍
す
る

<
ぴ
と
の
規
律
正
し
い
訓
練
ぶ
り
な
ど

を
披
露
し
ま
し
た
o

式
に
は
︑
笠
市
長
へ
高
田
消
防
団
長

高
木
消
防
長
代
理
(

消
防
署
長
)

な
ど

消
防
関
係
者
の
ほ
か
へ
県
事
務
所
︑
菊

池
警
察
署
な
ど
'

多
く
の
来
賓
が
出
席

し
ま
し
た
︒

こ
の
日
は
︑
肌
を
さ
す
よ
う
な
寒
風

の
吹
­
あ
い
に
­
の
天
候
で
し
た
が
t
t

団
員
は
終
始
へ
緊
張
し
た
熊
匿
で
'

い

か
に
も
防
災
マ
ン
ら
し
い
規
律
正
し
さ

を
見
せ
て
い
ま
し
た
︒

式
典
で
は
'

笠
市
長
'

高
田
団
長
︑

高
大
消
防
長
代
理
が
'

全
員
に
対
し
て

訓
示
を
行
い
へ
続
い
て
へ
深
田
県
菊
池

事
務
所
長
︑
斉
藤
菊
池
警
察
署
長
な
ど

が
'

来
賓
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
︒

こ
の
あ
と
︑
民
間
功
労
者
四
氏
一
団

体
へ
の
感
謝
状
贈
呈
(

市
長
)

永
年
勤

続
団
員
へ
の
功
績
章
授
与
(

県
消
防
協

会
長
)

な
ど
が
行
わ
れ
︑
式
を
閉
じ
ま

した︒ひ
き
続
い
て
へ
全
分
団
の
点
検
が
約

t
時
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
︑
そ
の
あ

と
へ
操
法
と
放
水
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
︒
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
入
れ
た
寵
を

竹
竿
の
先
に
つ
け
︑
三
色
に
着
色
し
た

水
が
勢
い
よ
­
'

ポ
ー
ル
を
は
じ
き
落

す
た
び
に
大
き
な
拍
手
と
歓
声
が
起
こ

ります︒
全
市
民
の
期
待
と
信
頼
を
に
な
っ
た

菊
池
市
消
防
の
五
十
三
年
出
初
め
は
'

こ
う
し
て
お
よ
そ
三
時
間
の
緊
張
し
た

ふ
ん
い
き
の
中
で
'

無
事
そ
の
全
日
程

を
終
え
ま
し
た
o

表
彰
者
等
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
︒

民
間
功
労
者

・
中
村
恵
1
郎
氏
(

北
原
・
医
師
)

消
防
施
設
整
備
費
と
し
て
三
十
万
円

・
福
村
三
男
氏
(

切
明
・
会
社
役
員
)

消
防
施
設
整
備
費
と
し
て
二
十
万
円

●

・
高
田
照
夫
氏
(

上
出
田
・
農
業
)

防
火
用
水
槽
の
危
険
防
止
設
備
の
設

置・
高
崎
功
心
氏
(

薭
方
・
商
業
)

消
防
ホ
ー
ス
干
し
鉄
柱
の
寄
贈

・
下
出
田
水
道
組
合
(

代
表　
日
野

義
一
氏
・
組
合
員
二
十
名
)

組
合
事
業
と
し
て
︑
消
火
栓
設
置

以
上
の
四
個
人
t 
l

団
体
に
対
し
て

市
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
呈
︒

前
分
団
長
へ
の
市
長
感
謝
状

・
前
へ
第
四
分
団
長　
田
中
公
利
氏

・
前
第
七
分
団
長　
佐
々
木
正
徳
氏

前
分
団
長
へ
の
県
消
防
協
会
長
の
感

謝
状

・
前
へ
第
四
分
団
長　
田
中
公
利
氏

消
防
団
勤
続
三
十
年
以
上

_
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二
月
二
十
八
日
か
ら
始
ま
る

春
の
火
災
予
防
運
動

新
春
か
ら
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
こ
承
知

の
よ
う
に
各
地
で
焼
死
者
を
伴
う
火
災

が
発
生
し
て
い
ま
す
o
こ
れ
か
ら
春
先

に
か
け
て
空
気
が
乾
燥
し
建
物
火
災
だ

け
で
な
­
林
野
火
災
も
起
こ
り
や
す
い

時
期
と
な
り
ま
す
︒
こ
れ
ら
の
火
災
を

な
く
す
た
め
2
月
2
8
日
か
h
­
月
筒
口
ま
で

春
の
火
災
予
防
連
動
が
実
施
き
れ
ま
す
O

本
市
に
お
い
て
は
昨
年
9
件
の
火
災

が
発
生
し
7
百
万
円
の
財
産
が
灰
に
な

っ
て
い
ま
す
が
'
5 
1
年
度
の
1
5
件
7
千

万
円
の
損
害
に
比
べ
る
と
大
巾
に
減
少

し
て
い

ますo
こ
れ
は

市
民
の

皆
さ
ん

の
火
災

に
対
す

る
防
火

A­.1IIQが

高
ま
っ

た
結
果
と
い
え
ま
し
よ
う
︒
し
か
し
全

国
的
に
は
火
災
の
発
生
件
数
は
益
々
増

加
の
傾
向
に
あ
り
貴
重
な
財
産
が
灰
と

な
り
多
­
の
尊
い
人
命
が
奪
わ
れ
て
い

ま
す
O　
こ
の
よ
う
な
恐
ろ
し
い
火
災
の

原
因
を
考
え
て
み
ま
す
と
一
寸
し
た
気

の
ゆ
る
み
が
火
災
を
起
こ
す
原
因
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
'

火
の
取
扱
い
に
つ

い
て
は
充
分
に
気
を
­
ぼ
り
防
火
に
務

め
ま
し
ょ
う
︒

又
林
野
火
災
は
永
年
か
か
っ
て
造
ら

れ
た
自
然
を
l

塀
に
灰
に
し
て
し
ま
い

ま
す
.

こ
れ
は
無
謀
な
火
入
れ
や
'

ハ

イ
カ
I
t

入
山
者
の
た
ば
こ
の
投
げ
捨

て
︑
た
き
火
等
の
一
寸
し
た
火
の
不
始

末
か
ら
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
異
常
乾

燥
注
意
報
等
の
発
令
中
は
火
入
れ
へ
た

き
火
は
絶
対
に
止
め
も
た
ば
こ
の
火
は

完
全
に
消
し
て
指
定
の
場
所
に
捨
て
る

よ
う
に
心
が
け
︑
私
達
の
郷
士
か
ら
火

災
を
夜
­
す
た
め
次
の
事
項
を
守
り
ま

し
1
,
r
­
, 
^

県
消
防
協
会
長
表
彰

◎
功
績
章
(

勤
続
二
十
年
以
上
)

・
菊
池
市
消
防
団
長　

高
田
義
行
氏

・
第
七
分
団
副
分
団
長　
前
田
正
剛
氏

・
第
一
分
団
団
員　
　

田
島
一
正
氏

・
第
四
分
団
第
三
部
長　
村
上　
勲
氏

◎
勤
続
章
(

勤
続
十
五
年
以
上
)

・
第
三
分
団
第
七
部
長　
浦
田
貞
利
氏

ほ
か
へ
二
十
四
名

ヽ

/

ヽ

分

分

L　

外
出
へ
就
寝
前
に
必
ず
火
の
元
点

検
を
行
い
ま
し
上
う
0

2
'

子
供
の
火
遊
び
は
止
め
ま
し
よ
う
︒

3
.

た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
と
'

寝
た
ば

こ
は
止
め
ま
し
ェ
う
︒

4
.

暖
房
器
具
は
使
用
方
法
を
熟
知
し

正
し
い
方
法
で
使
用
し
ま
し
ょ
う
0

5
.

火
を
使
う
場
所
は
整
頓
し
'

安
全

を
確
認
し
ま
し
ェ
う
︒

6 

'
電
気
器
具
へ
暖
房
器
具
等
の
消
し

忘
れ
へ
切
り
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
し

まし上,r*­

7
4　

春
先
に
は
林
野
火
災
が
多
­
発
生

し
ま
す
の
で
︑
ハ
イ
キ
/
グ
等
で
の

た
き
火
'

た
ば
こ
の
火
の
取
扱
い
に

は
充
分
注
意
し
ま
し
ェ
う
O

8
.

異
常
乾
燥
注
意
報
が
発
令
さ
れ
て

い
る
時
は
火
入
れ
や
屋
外
で
の
た
き

火
は
止
め
ま
し
よ
う
︒

9
.

車
両
内
で
の
喫
煙
に
は
充
分
注
意

し
ま
し
ェ
う
︒
又
エ
ン
ジ
ン
や
排
気

筒
に
油
が
附
着
し
な
い
よ
う
に
整
備

点
検
し
ま
し
ェ
う
︒

1
0
.

万
一
に
備
え
て
バ
ケ
ツ
l

杯
の
水

を
­
ん
で
お
き
ま
し
よ
う
0

・
­
1
­
・
・
止
す
7
­

ちくき報広(3)昭和53年2月15日

故
・
魚
住
r

海
氏
に

勲
四
等
・
瑞
宝
章
叙
勲

昨
年
暮
れ
の
二
十
六
日
︑
急
逝
さ
れ

た
故
魚
住
1
海
氏
に
'

こ
の
ほ
ど
叙
勲

が
伝
達
さ
れ
へ
生
前
の
功
績
が
改
め
て

見
直
さ
れ
て
い
ま
す
o

魚
住
氏
は
こ
承
知
の
と
お
り
へ
お
よ

そ
三
十
年
間
に
わ
た
っ
て
地
方
自
治
に

た
す
さ
わ
り
︑
そ
の
間
へ
前
後
四
期
の

県
議
会
議
員
の
ほ
か
へ
森
林
組
合
へ
畜

産
農
業
協
同
組
合
な
ど
'

各
種
団
体
の

要
職
に
あ
り
︑
ま
た
亡
く
な
る
ま
で
,

自
由
民
主
党
熊
本
県
連
合
会
の
総
務
会

長
と
し
て
党
務
に
も
多
忙
を
毎
日
を
送

っ
て
い
ま
し
た
︒

今
回
の
叙
勲
は
'

長
年
に
わ
た
る
地

方
自
治
へ
の
貢
献
と
功
労
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
'

正
六
位
も
勲
四
等
︑
瑞
宝

章
が
授
け
ら
れ
ま
し
た
O

と
遺
族
を
始
め
︑
魚
住
氏
を
知
る
人

び
と
に
と
っ
て
は
'

ま
だ
悲
し
み
の
い

え
ぬ
日
々
で
す
が
も
こ
の
受
賞
は
故
人

●

に
と
っ
て
も
'

残
さ
れ
た
人
に
と
っ
て

も
帝
大
の
銭
け
と
な
っ
た
こ
と
で
し
上

ら
ノ
O

.
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地
区
公
民
鋸
活
動
で

〝
う
さ
ぎ
狩
り
〃
盛
大
に

7
月
十
五
日
'

迫
問
太
田
区
(

区
長

迫　
守
義
さ
ん
)

で
は
'

地
区
公
民
館

活
動
の
一
貫
と
し
て
'

区
民
総
ぐ
る
み

<

.

'

-

　

I

・

'

一

I

*

'

;

.

 

"

_

 

'

_

こ
の
〟
う
さ
ぎ
狩
り
〟
は
,
区
長
を

柱
と
し
て
︑
地
区
民
の
心
の
ふ
れ
あ
い

を
よ
り
1
そ
う
深
め
る
と
と
も
に
へ
地

区
の
青
少
年
は
地
区
民
の
手
で
身
心
と

も
に
健
や
か
に
育
て
よ
う
と
︑
太
田
区

子
と
も
会
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し
た

も
の
で
す
︒

こ
の
日
は
'

区
の
老
若
男
女
七
十
名

が
参
加
し
'

婦
人
会
の
炊
き
出
し
の
お

に
ぎ
り
弁
当
で
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
へ

終
了
後
の
″
た
き
こ
み
こ
は
ん
〟
に
舌

鼓
を
う
っ
て
'

み
ん
な
大
喜
び
で
し
た
o

今
日
へ
人
々
の
物
質
的
な
生
活
は
豊

か
に
な
り
ま
し
た
が
'

社
会
構
造
の
急

激
を
変
化
に
と
も
な
っ
て
'

人
の
心
が

う
し
な
わ
れ
︑
世
代
間
の
断
絶
へ
地
域

連
帯
意
識
の
減
退
な
ど
'

生
活
の
上
で

好
ま
し
­
な
い
現
象
も
生
じ
て
い
ま
す
︒

本
市
社
会
教
育
で
は
︑
地
域
の
連
帯

立
歳
を
高
め
︑
あ
た
た
か
い
心
の
ふ
れ

あ
う
地
域
社
会
を
と
︑
地
区
公
民
館
活

動
を
進
め
て
い
ま
す
が
︑
太
田
区
で
は

モ
デ
ル
地
区
公
民
館
と
し
て
︑
い
ち
早

­
活
動
に
と
り
­
み
'

婦
<
会
活
動
︑

子
と
も
会
活
動
へ
老
人
会
活
動
な
ど
区

の
行
事
と
し
て
区
民
総
ぐ
る
み
で
活
発

な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
O

区
長
さ
ん
の
話
し
で
は
︑
こ
の
㎰
う

さ
ぎ
狩
り
〟
も
公
民
館
活
動
の
1
貫
と
-

し
て
お
こ
な
っ
た
が
'

非
常
に
区
民
の

意
識
も
高
ま
り
へ
こ
の
春
に
は
〝
わ

ら
び
狩
り
〟
を
や
ろ
う
と
区
民
の
側
か

ら
出
て
­
る
よ
り
に
な
り
以
前
に
増
し
て

地
区
が
明
る
く
な
っ
た
と
'

地
区
公
民

飽
活
動
に
意
欲
を
燃
や
し
て
お
ら
れ
ま

す
︒

s
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2
0
2
凹
U
^
S
a
コ
E
^
3
Z
Z
^
9
i
­
U
^
f
l

ノ

厄
晴
れ
記
念
に
寄
付
金

市
職
鼻
の
八
人
が

人
生
の
l

つ
の
節
目
(

ふ
し
め
)

と

し
て
︑
古
­
か
ら
の
風
習
で
あ
る
厄
晴

れ
へ
そ
の
数
え
年
四
十
二
歳
の
男
子
職

●
員
八
人
が
︑
厄
晴
れ
記
念
と
し
て
'

菊

池
市
奨
学
資
金
の
1
部
に
と
'

寄
付
を

し
ま
し
た
︒

年
ご
と
に
派
手
に
な
っ
て
ゆ
­
厄
晴

れ
祝
い
で
す
が
'

こ
こ
数
年
来
︑
市
職

員
の
厄
晴
れ
祝
い
は
自
粛
し
︑
社
会
に

役
立
つ
寄
付
を
し
よ
う
と
い
う
動
き
が

あ
り
'

今
年
の
八
人
も
そ
の
趣
旨
に
賛

同
し
'

今
回
の
寄
付
と
な
っ
た
も
の
で

す
O
金
額
は
l

人
当
り
1
万
円
で
合
計

八
万
円
へ
教
育
委
員
会
で
は
'

乏
し
い

奨
学
資
金
に
と
っ
て
大
助
か
り
と
'

喜

ん
で
い
ま
す
︒

寄
付
者
の
氏
名
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
︒
(

敬
称
略
)

高
木
栄
一
郎
(

学
務
課
)

西
山
澄
夫

(
会
計
課
)

今
村
一
義
(

農
構
課
)

松
岡
貞
男
(

水
道
課
)

太
田
雄
三
(

義

会
事
務
局
)

田
中
栄
仲
(

学
務
課
)

竹
野　
厳
(

財
政
課
)

中
津
賢
吾
(

商

工観光課)

◎
松
太　

遜
(

ゆ
ず
る
)

氏

昭
和
三
十
六
年
三
月
へ
農
林
課
企
画

係
に
勤
務
へ
三
十
七
年
三
月
へ
同
課
へ

農
業
土
木
課
へ
四
十
七
年
一
月
へ
衛
生

課
壊
境
衛
生
係
へ
四
十
八
毎
1
月
︑
生

活
環
境
課
'

清
掃
係
'

五
十
二
毎
七
月

間
係
参
事　
現
在
に
至
る
o

勤
続
十
七
年
へ
袈
裟
尾
在
住　
5
8
歳

◎
石
河
貞
子
氏

昭
和
三
十
六
年
三
月
︑
竜
門
診
療
所

看
護
婦
と
し
て
勤
務
︑
三
十
八
年
1
月

衛
生
課
'

保
健
衛
生
係
︑
三
十
九
毎
十

月
も
同
課
へ
予
防
係
︑
四
十
八
毎
1
月

生
活
壕
境
謀
へ
予
防
衛
生
係
と
な
り
へ

現在に章"¥?

勤
続
十
七
年
︑
西
正
観
寺
在
住
5
8
歳

◎
今
坂
公
夫
氏

菊
池
台
地
総
合
土
地
改
良
事
業
組
合

総
務
課
長
(

出
向
)

よ
り
︑
総
務
部
へ

総
務
企
画
課
付
と
な
る
O　
二
月
1
日
付
Q
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優秀応募作品が表彰されました
『人権思想』についての習字・作文

­市内小中学生作品コンクール=

菊
池
市
人
権
モ
デ

ル
地
区
推
進
協
議
会

で
は
︑
人
権
思
想
の

普
及
と
啓
発
の
た
め

の
事
業
と
し
て
'

市

内
の
小
学
校
六
年
生

に
習
字
を
'

中
学
校

三
年
生
に
作
文
を
お

願
い
い
た
し
ま
し
た
︒

い
ず
れ
も
す
ぐ
れ

た
作
品
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
あ
¥
c
.

か
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒

応
募
作
晶
の
中
か
ら

厳
正
な
審
査
の
結
果

次
の
み
な
さ
ん
が
入

賞
さ
れ
ま
し
た
O　
入

賞
の
方
に
は
会
長
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
へ
表
彰

状
が
授
与
t
t
J

れ
ま
し

た
︒

な
お
へ
小
学
校
の
部
の
優
秀
作
晶
は

二
月
十
五
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
'

市

役
所
一
階
の
市
民
ホ
ー
ル
で
展
示
さ
れ

・
蝣
y
>
j

と
ー

て
な
っ
て
い
ま
す
︒

中
学
生
の
方
の
作
品
は
︑
各
中
学
校

か
ら
一
点
ず
つ
「
広
報
き
­
ち
」
で
t

と
紹
介
し
ま
す
︒
本
号
で
は
'

菊
池
北

中
学
校
の
緒
方
蓋
コ
き
ん
の
作
文
を
掲

載
し
ま
し
た
︒

(
小
学
校
の
部
)
-
習
字
～

◎
隈
府
小
学
校

高
見
聖
子
・
信
岡
寛
子
・
松
崎
寿
恵

己
・
今
坂
美
和
・
菊
本
荘
代
・
本
佐
木

真
由
美
・
宮
本
真
澄
・
長
尾
り
え
・
増

永
朋
子
・
堆　
浩
利
・
吉
川　
綾
・
渡

辺
三
恵
・
古
閑
和
代
・
倉
原　
史
・
梶

原
美
穂
・
矢
野
希
代
子
・
山
野
麻
由
美

・
穴
井
清
一
郎
・
迫　
英
治
・
本
山
真

由
美
(

以
上
二
十
名
)

◎
河
原
小
学
校

佐
藤
公
俊
・
高
木
照
美
・
松
原
由
美

千
◎
水
源
小
学
校

来
海
よ
し
子
・
後
藤
桂
子

◎
水
源
北
小
学
校

菊
川
欽
也
・
水
上
恵
理

◎
竜
門
小
学
校

有
働
秀
樹
・
冨
田
利
則
(

冨
田
君
は

小
木
分
校
)

◎
中
山
小
学
校　
　

緒
方
正
子

◎
豊
闇
小
学
校

西
山
エ
︑
︑
︑
・
松
岡
敦
子

◎
重
味
小
学
校

出
口
千
春
二
南
山
多
香
子

◎
菊
之
池
小
学
校

山
口
恵
子
・
松
岡
明
彦
・
笹
本
莫
千

'id­ffi中紀代筆・埋　
やよい

◎
戸
崎
小
学
校

福
田
あ
や
・
倉
原
和
利
・
東　
明
美

◎
花
房
小
学
校

上
野
信
博
・
東　
浩
子
・
中
原
公
治

(
中
学
校
の
郡
)
～
作
文
～

◎
菊
池
北
中
学
校

小
川
光
一
郎
・
境　
正
代
・
上
島
雅

彦
・
本
藤
佐
由
里
・
東　
千
恵
子
・
平

井
克
幸
・
東　
秀
子
・
藤
川
泰
浩
・
緒

方
美
雪
・
山
口
忠
志
(

以
上
十
名
)

◎
菊
池
南
中
学
校

●

渡
辺
裕
人
・
相
垣
好
江
・
平
井
由
美

・
渡
辺
裕
倫
・
神
尾
ま
ゆ
み
・
田
中
ひ

ろ
み
・
西
島
智
子
・
藤
本
理
江
・
赤
星

和
美
・
松
崎
多
寿
子
・
秋
吉
美
津
子
・

森
上
ひ
ろ
よ
・
木
下
富
美
代
・
岩
永
由

紀
子
・
小
川
光
枝
(

以
上
十
五
名
)

◎
菊
池
束
中
学
校

森
上
菊
菜
・
後
藤
久
美
・
有
田
順
子

・
渡
辺
香
代
・
茂
藤
淳
子
(

以
上
五
名
)

(
入
選
作
品
紹
介　
­
そ
の
1
­
)

人
権
問
題
に
つ
い
て

菊
池
北
中
三
年
五
組

緒
方
美
雪

私
達
三
年
生
の
中
に
'

人
権
と
い
う

こ
と
で
老
え
た
こ
と
の
あ
る
人
は
︑
果

た
し
て
何
人
い
る
だ
ろ
う
か
o

私
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
思
う
0
実

際
私
も
ま
だ
1
度
も
そ
ん
な
こ
と
を
真

剣
に
考
え
た
こ
と
は
な
い
.

人
権
と
は
'

人
間
が
生
ま
れ
た
時
か

ら
持
っ
て
い
る
権
利
だ
が
ヘ
音
も
そ
し

て
現
在
も
'

人
権
を
侵
さ
れ
て
い
る
人

差
別
さ
れ
'

差
別
と
戦
っ
て
い
る
人
は

少
な
く
な
い
た
ろ
う
︒
私
達
の
学
校
だ

っ
て
小
さ
い
差
別
は
お
こ
な
わ
れ
て
い

るCでr­0<­."r'り< 
';.︒

私
が
初
め
て
差
別
と
い
う
J
J

と
に
つ

い
て
開
い
た
の
は
'

小
学
六
年
生
の
時

だ
っ
た
︒
同
和
教
育
の
意
味
も
わ
か
ら

ず
'

私
は
「
童
話
」
と
感
違
い
し
て
し

ま
っ
た
︒
そ
れ
が
こ
ん
な
き
び
し
い
差

別
の
教
育
だ
っ
た
の
だ
︒

私
は
こ
の
話
を
開
い
て
'

や
っ
ぱ
り

た
め
に
も
な
っ
た
し
考
え
さ
せ
ら
れ
た
o

こ
の
前
︑
こ
の
菊
池
に
も
差
別
さ
れ

て
い
る
部
落
が
あ
る
と
聞
い
た
o
と
て

も
悲
し
か
っ
た
︒
こ
の
菊
池
は
「
人
権

モ
デ
ル
都
市
」
な
の
に
︑
こ
う
や
っ
て

ま
だ
差
別
部
落
な
ん
か
が
あ
る
︒
私
達

の
手
で
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
な
­
き
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
.

い
つ
だ
っ
た
か
へ
た
ぶ
ん
小
学
生
の

時
︑
先
生
か
ら

「
貧
し
い
人
'

差
別
さ
れ
て
い
る
<
︑

そ
の
他
困
っ
て
い
る
人
を
見
て
も
'

あ

あ
へ
か
わ
い
そ
う
だ
な
ど
と
思
っ
て
は

い
け
友
い
︒
ど
う
や
っ
た
ら
そ
の
人
達

が
私
達
の
よ
う
に
'

幸
福
に
夜
れ
る
か

を
考
え
︑
実
行
し
な
け
・
れ
ば
い
け
・
夜
色

と
聞
か
さ
れ
た
︒
私
も
そ
う
思
う
︒

こ
れ
か
ら
は
︑
こ
の
こ
と
ば
と
講
演

で
開
い
た
こ
と
を
生
か
し
︑
考
え
て
い

き
た
い
と
思
う
︒

¥
"
"

∫
.
I

私
た
ち
青
年
団

員
は
'

郷
士
菊
池

市
に
住
み
へ
将
来

の
菊
池
市
を
抱
う

若
者
と
し
て
'

積

極
的
な
活
動
を
行

な
っ
て
い
ま
す
o

そ
の
一
環
と
し

て
'

第
一
回
菊
池

+
望
同
年
祭
と
銘
打

っ
て
有
意
義
な
若

者
の
お
祭
り
を
企

画
し
ま
し
た
︒

初
の
試
み
で
す

の
で
'

青
少
年
の

み
な
さ
ん
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
︑
一

般
市
民
の
み
な
さ

ん
の
こ
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま

­u"

自衛　演奏会の
場所が変りま

前
号
で
お
知
ら
せ

し
た
へ
海
上
自
衛
隊

音
楽
隊
の
演
奏
会
は

都
合
に
よ
り
時
間
と

場
所
が
次
の
と
お
り

変
更
に
な
り
ま
し
た

の
で
t

と
了
承
く
だ

さいo
日
時

「
­

●

二
月
十
八
日

午
後
四
時

映
画
会

午
後
五
時

演
奏
会

中
央
公
民
館

講
堂

く
わ
し
い
企
画
の
内
容
な
ど
に
つ
い

て
は
︑
現
在
検
討
中
で
す
.

ど
期
待
­

ださい︒
と
き
・
と
こ
ろ

前
夜
祭　

二
月
二
十
五
日　

午
後
七

時　

中
央
公
民
館

青
年
祭　

二
月
二
十
六
日　

午
前
九

時　

中
央
公
民
館

劇
・
歌
・
+
バ
ザ
ー
な
ど
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
Oサ;.酵U
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宇

チ

ェ
I

ン
ソ
­
を
使
う
人
に
多
い
振

動
障
害
(

バ
ク
ロ
ー
病
な
ど
)

を
予
防

す
る
た
め
の
'

労
働
安
全
衛
生
規
則
が

改
正
さ
れ
︑
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
っ
て

伐
採
作
業
や
製
材
作
業
を
す
る
人
は
'

特
別
教
育
講
習
の
修
了
者
で
な
い
と
'

今
後
は
'

チ
ェ
ー
ン
ソ
I

を
使
え
な
い

こ
と
に
な
り
ま
し
た
︒

実
際
に
使
え
な
­
な
る
の
は
'

今
年

の
十
月
一
日
か
ら
で
す
が
'

そ
れ
以
前

に
受
講
を
済
ま
せ
て
お
か
な
い
と
作
業

が
で
き
を
­
な
り
ま
す
︒

＼
従
業
員
な
ど
に
充
分
周
知
徹
底
さ
せ
'

受
講
洩
れ
の
な
い
よ
う
へ
と
注
意
く
だ

さいoこ
の
特
別
教
育
講
習
会
は
'

つ
ぎ
の

毒
で
行
わ
れ
ま
す
︒

◎
と
き　
　

三
月
十
六
日

午
前
九
時
～
午
後
五
時

◎
と
こ
ろ　
県
へ
鹿
本
事
務
所

山
鹿
市
山
鹿
一
〇
二
六
～
三

T
E
L
山
鹿
④
­
二
一
二

◎
受
講
人
見　
l
O
O
名

蝣

I

l

l

 

l

t

 

l

i

t

­

　

　

　

　

　

　

　

　

T

 

l

J

◎
受
訴
資
格
要
件

主

◎
教
科
・
時
間

(学科教育)
科 Ej 範 囲 時間

関 係 法 令 法令および安全衛生規
則中の関係条項 1

振動降等とその予
防に開する知識

振動草野 )原因と症状
al" r vj im

2
チエI ソソI に関 チエ­ ンソ→乃点検と整 1する知敬 備方法及び目立ての方法

(実技教育)
科 目 範 開 時間

チューンソ】の操作 基本操作 . 応用操作 2
チェーンソーの点検
及び整備

晶蒜 蒜 禁 譜 2

◎
教　
材

L
「
伐
木
作
業
者
安
全
衛
生
必
携
」

(
前
編
・
新
刊
)

有
料
へ
た
だ
し

「
伐
木
作
業
者
安
全
必
携
」　
(

旧

刊
)

で
代
用
す
る
こ
と
は
差
支
え

あ
り
ま
せ
ん
︒
従
っ
て
へ
こ
れ
ら

の
教
本
を
お
持
ち
の
方
は
必
ず
持

参
し
て
­
だ
さ
い
.

2
`
「
伐
木
作
業
者
安
全
衛
生
必
携
」

(
後
編
・
新
刊
)

3
`
「
林
業
労
働
災
害
防
止
規
右
図
謎

(新刊)
(oo・coは無料です︒)

回isi&T.iiiigEi

受
講
希
望
者
は
'

申
込
書
に
記
入
の

上
︑
事
業
主
を
通
じ
て
所
属
の
林
災
協

地
区
分
会
へ
申
込
む
こ
と
︒
(

申
込
用

紙
は
'

市
役
所
農
業
構
造
改
善
課
に
あ

り
ま
す
o
)

1 
4
伐
木
安
全
士
の
特
別
教
育
を
修
了

し
た
者

2
'

都
道
府
県
の
︑
伐
木
遣
冴
作
業
に

関
す
る
模
擬
訓
練
施
設
に
よ
る
訓
練
修

了
者3

.
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
木
造
材

技
能
審
査
の
出
席
者
で
評
価
A
を
受
け

た
老◎

受
講
手
当
の
支
給

こ
の
特
別
教
育
講
習
の
修
了
者
に
は

1
人
当
り
四
千
七
百
円
の
受
講
手
当
を

支
給
し
ま
す
︒
受
講
者
は
当
日
印
か
ん

を
忘
れ
な
い
よ
う
持
参
し
て
­
だ
さ
い
︒

◎
事
業
主
の
み
な
さ
ん
は
=
­
I

1
.

会
員
に
「
こ
の
特
別
教
育
講
習
を

受
け
な
い
と
︑
今
年
の
十
月
一
日
以
後

チ
ェ
ー
ン
ソ
I

に
よ
る
作
業
が
で
き
を

­
な
る
」
こ
と
を
充
分
に
徹
底
さ
せ
る
0

2
t

事
業
主
は
'

教
材
・
会
場
費
そ
の

他
の
経
費
の
1
部
を
'

受
講
料
と
し
て

受
講
者
1
人
当
旦
二
千
円
を
負
担
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
0

3
`
事
業
主
は
'
申
込
書
を
と
り
ま
と

め
て
へ
受
講
料
を
添
え
へ
講
習
日
の
十

日
前
ま
で
に
︑
林
災
協
の
地
区
分
会
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
︒

※
そ
の
ほ
か
︑
お
分
り
に
な
ら
な
い

点
'

く
わ
し
い
点
は

県
菊
池
事
務
所　

林
務
観
光
課　

林

務
係　

ま
た
は

菊
池
市
役
所　

経
済
振
興
部　

農
業

構
造
改
善
課　

林
産
係

へ
お
問
い
合
せ
­
だ
さ
い
︒

●
「
き
ょ
う
も
ま
た

It
­
ォ
ー
ー
ん

救
急
車
は
走
る

出動回数
300回( 52年)

Jrl~~J

昨
年
一
年
間
の
救
急
車
の
出
動
件
数

は
三
〇
七
件
で
す
︒
救
急
車
は
毎
日
ど

こ
か
に
出
動
し
て
い
ま
す
︒
こ
の
う
ち

三
分
の
二
以
上
は
'

急
病
と
交
通
事
故

が
占
め
て
お
り
ま
す
︒
急
病
で
も
脳
卒

中
へ
心
臓
病
等
の
よ
う
に
突
発
的
で
避

け
ら
れ
な
い
病
気
も
あ
り
ま
す
が
へ
ほ

と
ん
ど
の
病
気
は
あ
る
程
度
予
防
が
出

来
る
の
で
す
︒
健
全
な
生
活
と
健
康
管

理
に
務
め
尊
い
生
命
を
自
ら
縮
め
る

こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
︒
救
急
出
動
の
中
で

も
緊
急
に
医
療
機
関
へ
搬
送
し
な
け
れ

ば
生
命
に
危
険
を
生
じ
る
が
'

そ
の
手

段
が
な
い
場
合
に
限
り
.

救
急
車
の
出

動
を
要
請
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
︒

最
近
で
は
そ
れ
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
と

思
わ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
︒
し
か
し

な
が
ら
一
旦
出
動
要
請
が
あ
れ
ば
'

た

だ
ち
に
出
動
し
市
民
の
生
命
を
守
る
た

め
活
動
し
ま
す
.

も
し
事
故
に
直
面
し
た
ら
へ
あ
わ
て

ず
に
「
火
災
︑
救
急
専
用
電
話
二
九
」

に
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
下
さ
い
︒
火
災
へ
救

急
の
別
へ
場
所
︑
事
故
者
の
数
'

あ
な

た
の
氏
名
を
署
員
の
指
示
に
し
た
が
い

伝
え
て
下
さ
い
.

あ
な
た
が
「
二
九
」
に
ダ
イ
ヤ
ル

す
る
と
同
時
に
災
害
現
場
へ
向
っ
て
直

ち
に
出
動
し
ま
す
o
そ
の
事
故
の
内
容

等
は
無
様
で
連
絡
し
合
い
病
院
等
の
手

配
も
し
な
が
ら
あ
な
た
の
所
へ
向
っ
て

い
る
の
で
す
︒

昭和52年度事故種別出動件敷
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昭
和
五
十
二
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税
は
二
月
十
六
日
か
ら
'

贈
与

税
の
申
告
と
納
税
は
二
月
一
日
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
受
付
が
始
り
へ
三
月
十
五
日
が
期

限
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署
の
窓
口
が
大
変
混
雑
し
'

落
ち
着
い
て
相
談

が
で
き
な
か
っ
た
り
'

長
い
間
待
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
も
な
り
ま
す
︒

里
ロ
は
で
き
る
だ
け
早
く
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
︒
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所
得
税
は
'

個
人
が
一
月
1
日
か
ら

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
年
間
に
得

た
所
得
に
か
か
る
税
金
で
す
︒

∩
確
定
申
告
が
必
要
な
人
】

と
詳
し
く
知
り
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
t

か
気
軽
に
税
務
署
へ
ま
た
は
税

務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
︒

税
務
署
で
は
'

二
月
十
六
日
か
ら
三

月
十
五
日
ま
で
の
期
間
中
︑
い
つ
で
も

と
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
︒

ま
た
へ
税
務
署
の
ほ
か
に
も
'

市
役

所
等
の
税
務
課
お
よ
び
税
理
士
会
で
も

無
料
で
相
談
を
受
付
け
て
い
ま
す
o

皆
さ
ん
の
ど
都
合
に
合
わ
せ
て
と
利

用
く
だ
さ
い
︒

寓
主
な
所
得
控
除
I

覧
表

所村税の確定申告は早目に日

iikM i rt帽FTC8I旧召鎚m titm∃記
商工会・市役Ff ・町榊役場で

金
額
の
M
S
を
超

え
る
時
­
そ
の
超

え
る
部
分

⑨　　　　　　　　　①

商
売
を
し
て
い
る
<

家
賃
へ
地
代
の
収
入
の
あ
る
人

土
地
を
売
っ
た
人

な
ど
で
所
得
の
合
計
額
が
'

配
偶
者

控
除
や
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除

の
合
計
額
よ
り
多
い
人

サ
ラ
­
ー
マ
ン
で
給
与
以
外
の
所

得
が
二
十
万
円
を
超
え
る
人

給
与
の
年
収
が
一
千
万
円
を
超
え

る
人

、l,i/hi­^i i^­irもlJク. KNI.Iク

な
ど
1
定
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
人

は
︑
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
に
な

り
ま
す
︒

ヽ

所
得
の
計
算
の
仕
方
や
申
告
書
の
書

き
方
な
ど
で
︑
分
ら
な
い
点
や
t

も
っ

●

≡曇 肝 蓋柚 萱喜所得g除の種除 除 除 除 除 除 除 除 除 除 除 除 除 除 除 類
( ( ( ( (

控
除
顔
等

被 最 合 長 短 最 支
蓋 壱 一 重 一 望 空 車 基 二 二 二 三 二 三 二 三 二 二人 人 人 人
額 二 万 高 万 高 高 の 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十が 百 五 限 五 、J 三 、J 五 全 三 三 三 一 三 五 九 五 九 九
霜 召 高 車 高 言 高 額 召 召 召 召 召 召 召 召 召 書

〔
確
定
申
告
を
す
る
に
は
】

▲　
申
告
用
紙

郵
送
や
説
明
会
及
び
税
理
士
へ
商
工

会
'

農
協
等
を
通
じ
て
へ　
「
申
告
書
の

書
き
か
た
」
や
「
手
引
」
な
ど
と
1
緒

に
お
届
け
し
ま
す
が
'

申
告
書
が
送
ら

れ
て
こ
な
い
方
で
も
'

先
に
述
べ
た
l

定
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
<
は
申
告
の

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
︑
忘
れ
ず
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
o
用
紙
は
税
務
署
や

市
役
所
税
務
課
に
用
意
し
て
い
ま
す
︒

▲　
申
告
書
の
提
出

三
月
十
五
日
ま
で
に
税
務
署
に
出
し

て
く
だ
さ
い
︒
郵
送
で
も
結
構
で
す
︒

▲　
申
告
書
の
書
き
方

申
告
書
を
書
く
と
き
は
'

「
申
告
書

の
書
き
か
た
」
や
「
所
得
税
確
定
申
告

書
の
手
引
き
」
な
ど
を
参
考
に
し
て
­

たtTJい.●

=　

税
金
を
納
め
る
に
は
H
=

三
月
十
五
日
ま
で
に
'

郵
便
局
へ
節

行
の
窓
口
に
あ
る
「
1
般
用
納
付
書
」

に
記
入
し
て
納
め
て
­
だ
さ
い
︒
税
務

署
で
納
め
ら
れ
て
も
結
構
で
す
︒

税
金
を
一
変
に
納
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
人
は
'

延
納
(

分
納
)

を
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
︒
こ
の
場
合
は
'

三
月

十
五
日
ま
で
に
税
金
の
半
分
以
上
を
納

め
も
残
り
は
五
月
三
十
1
日
ま
で
に
納

め
る
こ
と
に
覆
り
ま
す
︒

た
だ
し
へ
延
納
(

分
納
)

し
た
分
の

税
額
に
つ
い
て
は
へ
三
月
十
六
日
か
ら

五
月
三
十
一
日
ま
で
の
問
は
年
七
二
二

醇
(

日
歩
二
銭
)

の
利
子
税
が
つ
き
ま

す
の
で
注
意
し
て
­
だ
さ
い
︒

o 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

o

振
替
納
税
を
利
用
し
て
い
る
人
は
'

申
告
書
に
同
封
さ
れ
た
「
振
替
納
税
用

納
付
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
︑

申
告
書
に
添
付
し
て
税
務
署
に
提
出
し

て
­
だ
さ
い
o

生徒1人当り教育費の公費負担額石i二三:三客.
EB正大学

高q(全日制)

∴
丁:il・rI

CD等さ校
小学校　　　d■■

怠　　雷
v­

てンJ」・­Y

128.1万円
一十T­　　　し1 1 ­　　　t.一一一一­A

ふ。即憶35.巧円鼠。.9耶
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税
金
に
つ
い
て
の
)
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芸
格
談
宝
へ
㈲

【
青
色
申
告
と
は
∪

毎
日
の
敬
引
を
き
ち
ん
と
帳
簿
に
つ

け
へ
そ
の
帳
簿
に
基
づ
い
て
正
確
に
所

得
や
税
額
を
申
告
す
る
人
は
'

税
金
の

面
で
い
ろ
い
ろ
有
利
な
特
典
が
受
け
ら

れ
る
と
い
う
制
度
で
す
︒

現
在
四
十
種
類
の
特
典
が
あ
り
へ
ま

た
帳
簿
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
営

の
合
理
化
に
も
役
立
ち
ま
す
︒

∩
青
色
申
告
が
で
き
る
人
は
】

事
業
所
得
'

不
動
産
所
得
へ
山
林
所

得
が
あ
る
人
は
青
色
申
告
を
す
る
こ
と

ができ1Wすo

南
九
州
四
県
で
も
青
色
申
告
を
さ
れ

る
方
は
年
々
増
え
て
お
り
︑
現
在
'

事

業
所
得
者
な
ど
の
約
三
分
の
二
の
方
が

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
︒
ま
だ
青
色
申
告

を
な
さ
っ
て
い
な
い
方
で
'

確
定
申
告

の
こ
の
時
期
に
青
色
申
告
を
始
め
ら
れ

る
方
は
︑
三
月
十
五
日
ま
で
に
「
青
色

申
告
承
認
申
請
書
」
を
税
務
署
に
お
出

し
く
だ
さ
い
︒

〔
つ
け
る
帳
簿
と
は
】

現
金
出
納
帳
を
中
心
と
し
た
「
簡
易

帳
簿
」
を
つ
け
・
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
︒

普
通
へ
商
売
を
し
て
い
る
人
は
'

売

掛
帳
や
買
掛
帳
は
つ
け
て
お
ら
れ
ま
す

L
t

固
定
資
産
台
帳
は
年
末
に
ま
と
め

て
つ
け
れ
ば
よ
い
の
で
'

毎
日
記
帳
す

る
も
の
と
し
て
は
︑
現
金
出
納
帳
と
樺

費
帳
が
新
た
に
加
わ
る
だ
け
で
す
o
な

お
へ
事
業
の
規
模
が
小
さ
い
と
き
は
'

現
金
出
納
帳
を
つ
け
る
だ
け
で
済
む

「
現
金
主
義
に
よ
る
所
得
計
算
」
を
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
︒

税
金
は
こ
れ
く
ら
い

安
く
な
り
ま
す

◎
所
得
三
〇
〇
万
円
で
左
例
の
場
合

合
計
で
一
二
六
へ
八
1
0
円
も
安
­

な
り
ま
す
O

確
定
申
告
を
す
る
と

所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合

振
替
納
税
の
お
勧
め

*
妻
が
も
っ
ぱ
ら
事
業
に
従
事
し
て
︑

毎
月
五
万
円
の
給
料
と
年
間
二
ケ
月

分
の
ボ
ー
ナ
ス
を
支
給

*
年
末
商
品
た
な
卸
高　

二
〇
〇
万
円

*
年
末
の
売
掛
金
残
高　
　

五
〇
万
円

*
扶
養
親
族　
　
　
　
　

子
供
二
人

*
社
会
保
険
料
支
払
額　
　

1
0
万
円

*
生
命
保
険
料
支
払
額　
　

1
0
万
円

*
損
害
保
険
料
支
払
額
(

短
琶
四
千
円

※
青
色
申
告
の
人
は
'

み
な
し
法
人
課

税
を
選
択
し
な
い
も
の
と
し
て
計
算

し
ま
し
た
︒

①
住
宅
を
新
築
し
た
り
'

新
築
住
宅
を

購
入
し
た
と
き
(

最
高
三
万
円
税
額

控除)

②
財
産
が
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
と
き

⑨
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
と
き

(
最
高
二
〇
〇
万
円
所
得
控
除
)

④
所
得
が
あ
ま
り
多
­
な
い
人
で
'

原

稿
料
や
配
当
が
あ
る
と
き

⑤
年
の
中
途
で
退
職
し
'

そ
の
後
就
職

を
し
な
か
っ
た
と
き

⑥
七
月
へ
十
1
月
の
予
定
納
税
が
納
め

す
ぎ
に
な
っ
て
い
る
と
き

翠
に
せ
税
理
士
に

こ　
注　
意

毎
年
へ
確
定
申
告
の
時
期
に
な
り
ま

す
と
'

税
金
の
相
談
や
書
類
の
作
成
を

依
頼
す
る
人
を
ね
ら
っ
て
'

「
に
せ
税

理
士
」
が
現
わ
れ
ま
す
o

「
に
せ
税
理
士
」
は
︑
法
律
に
違
反

す
る
ば
か
り
で
な
­
︑
納
税
者
に
迷
惑

を
か
け
る
こ
と
が
多
い
の
で
'

国
税
局

税
務
署
で
は
「
に
せ
税
理
士
」
を
厳
し

­
敢
締
っ
て
い
ま
す
︒

税
金
に
つ
い
て
の
相
談
や
依
頼
を
さ

れ
る
と
き
は
'

正
規
の
税
理
士
か
ど
う

か
確
か
め
て
­
だ
さ
い
o

所
得
税
を
納
め
る
の
に
便
利
な
方
法

と
し
て
「
振
替
納
税
」
の
制
度
が
あ
る

の
を
と
存
じ
で
し
ょ
う
か
︒

こ
れ
は
︑
あ
ら
か
じ
め
税
務
署
と
金

融
機
関
に
所
定
の
手
続
き
を
し
て
お
き

ま
す
と
'

銀
行
な
ど
の
預
金
口
座
か
ら

振
替
に
よ
っ
て
納
税
す
る
J
J

と
が
で
き

る
制
度
で
す
o
忙
し
い
と
き
な
ど
に
は

つ
い
納
税
の
期
限
を
忘
れ
が
ち
で
す
︒

納
税
に
便
利
な
「
振
替
納
税
」
を
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
と
利
用
­
だ
さ
い
︒

四me
振替納税のと利用を日

税
金
で
明
る
い
社
会

住
み
よ
い
環
境

特
別
減
税
の

お
済
み
で
な
い
方
へ

昭
和
五
十
1
年
分
所
得
税
の
特
別
減

秩
(

戻
し
税
)

の
お
済
み
で
な
い
方
は

早
目
に
'

税
務
署
か
ら
送
ら
れ
て
来
た

「
還
付
藷
東
書
」
に
所
定
の
事
項
を
記

入
し
'

押
印
の
う
え
税
務
署
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
︒
郵
送
で
も
結
構
で
す
︒



ちく・
き報広昭和53年2月15日

戦
後
へ
我
が
国
が
民
主
主
義
国
家
と

し
て
新
し
­
発
足
す
る
に
あ
た
り
'

日

本
国
憲
法
で
「
す
べ
て
国
民
は
︑
法
の

も
と
に
平
等
で
あ
っ
て
'

人
種
・
信
条

性
別
・
社
会
的
身
分
ま
た
は
門
地
に
よ

ト︑」・」:=・経済的ヰl)­.叶た

関
係
に
お
い
て
'

差
別
さ
れ
な
い
︒

・
・
・
恵
法
第
十
四
条
」
と
明
記
し
︑
民
主

化
の
方
向
で
大
き
­
前
進
し
ま
し
た
が

部
落
の
人
び
と
の
貧
困
と
差
別
の
苦
し

み
は
︑
夜
分
へ
お
も
か
も
し
­
の
し
か

か
っ
て
い
た
の
で
す
︒
部
落
差
別
を
な

く
す
運
動
は
'

戦
後
活
発
に
動
き
は
じ

め
も
昭
和
二
十
1
年
二
月
京
都
市
で
部

落
解
放
全
国
委
員
会
(

昭
和
三
十
年
に

部
落
解
放
同
盟
と
改
称
)

が
結
成
さ
れ

自
主
的
な
解
放
運
動
が
展
開
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
︒
戦
後
の
部
落
解
放

運
動
は
︑
戦
前
の
解
放
運
動
で
あ
る
水

平
社
運
動
の
伝
統
を
受
け
つ
ぎ
︑
そ
の

経
験
と
理
論
の
上
に
立
っ
て
発
展
し
た

も
の
で
あ
り
ま
す
が
へ
そ
の
特
徴
は
'

い
わ
ゆ
る
「
行
政
闘
争
」
を
中
心
に
'

同
和
地
区
を
基
盤
と
し
て
組
織
を
拡
大

し
た
こ
と
で
す
︒

昭
和
二
十
六
年
里
見
都
で
オ
ー
ル

ロ
マ
ン
ス
事
件
と
い
う
も
の
が
お
こ
り

ま
し
た
︒
こ
の
オ
ー
ル
ロ
マ
ン
ス
事
件

と
い
う
の
は
'

京
都
の
水
道
局
の
吏
員

が
オ
ー
ル
ロ
マ
ン
ス
と
い
う
雑
誌
に
つ

い
て
ひ
ど
い
こ
と
を
書
い
た
の
で
す
o

そ
こ
で
部
落
の
人
た
ち
が
か
こ
っ
て
'

当
時
の
市
長
の
と
こ
ろ
に
お
し
か
け
た

ら
へ
市
長
は
そ
れ
は
け
し
か
ら
ん
す
ぐ

に
首
に
す
る
と
い
っ
た
の
で
す
︒
し
か

し
'

部
落
の
人
た
ち
は
'

何
も
そ
の
吏

員
を
首
に
し
ろ
と
い
っ
て
や
っ
て
き
た

ん
じ
ゃ
な
く
し
て
'

こ
う
い
う
事
態
が

お
こ
る
と
い
う
こ
と
は
'

市
長
の
責
任

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
い
い
に
き
た
ん

だ
︒
そ
こ
で
京
都
市
の
地
図
を
出
さ
せ

そ
れ
に
○
印
を
つ
け
さ
せ
た
の
で
す
︒

水
道
が
五
軒
に
1
本
と
か
へ
六
軒
に
1

本
と
し
か
い
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
水

道
局
の
者
を
呼
ん
で
〇
m
を
つ
け
さ
せ
も

不
就
学
児
童
の
1
番
多
い
と
こ
ろ
へ
そ

J
J

に
又
○
を
つ
け
さ
せ
る
︒
道
路
が
非

常
に
せ
ま
い
と
こ
ろ
︑
そ
こ
に
O
を
つ

け
さ
せ
る
︒
問
題
児
や
な
ん
か
が
沢
山

出
て
い
る
と
こ
ろ
に
○
を
つ
け
さ
せ
る
︒

旦
雇
い
労
働
者
の
多
い
と
こ
ろ
に
○
を

つ
け
さ
せ
る
︒
こ
う
い
う
こ
と
を
し
て

○
が
全
部
重
な
っ
た
と
こ
ろ
が
部
落
だ

っ
た
の
で
す
︒
そ
こ
で
へ
こ
れ
に
も
と

づ
き
京
都
市
の
行
政
に
責
任
が
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
ま
し
た
︒

こ
の
よ
う
な
差
別
行
政
に
対
す
る
闘

争
を
行
政
闘
争
と
よ
ぴ
'

戦
後
の
部
落

解
放
運
動
の
基
本
的
な
闘
争
と
し
て
'

全
国
各
地
に
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
.

そ
う
し
て
'

昭
和
三
十
五
年
部
落
解

放
同
盟
第
十
五
回
全
国
大
会
で
は
︑
部

落
の
解
放
を
­
し
て
民
主
主
義
社
会
の

実
現
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
新
綱
額
を

定
め
へ
今
日
の
部
落
解
放
運
動
の
基
本

路
線
を
決
定
し
ま
し
た
O
こ
の
よ
う
に

し
て
'

同
和
地
区
の
完
全
解
放
を
め
ざ

す
運
動
を
展
開
す
る
な
か
で
'

よ
う
や

く
政
府
を
動
か
し
同
和
対
策
審
議
会
の

答
申
と
な
り
「
同
和
対
策
事
業
特
別
措

置
法
」
の
制
定
を
み
た
わ
け
で
す
︒

今
日
の
解
放
運
動
で
部
落
差
別
と
は

部
落
の
人
が
お
か
れ
て
い
る
生
活
の
低

さ
に
あ
る
と
し
て
い
ま
す
︒
そ
れ
は
住

宅
や
道
路
へ
上
下
水
道
な
ど
の
不
完
備

教
育
を
受
け
た
い
疎
い
'

安
定
し
た
仕

事
に
つ
き
た
い
願
い
へ
こ
れ
ら
国
民
と

し
て
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
権

利
が
守
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
根
本
の

原
因
が
あ
り
へ
こ
の
こ
と
が
差
別
で
あ

り
'

人
び
と
の
轟
の
な
か
に
潜
在
す

る
差
別
感
は
へ
そ
の
実
際
生
活
の
低
さ

と
の
関
係
の
な
か
で
と
ら
え
て
い
­
の

で
す
︒
で
す
か
ら
へ
最
近
の
解
放
運
動

の
主
た
る
と
り
­
み
は
'

具
体
的
に
生

活
の
面
で
あ
ら
わ
れ
て
い
る
実
質
的
生

活
の
低
さ
を
な
く
し
て
い
­
こ
と
に
あ

る
の
で
す
︒
そ
し
て
部
落
が
今
な
お
低

位
の
生
活
実
態
に
あ
る
の
は
'

行
政
砲

策
の
不
十
分
な
と
こ
ろ
に
あ
る
と
し
て

国
・
県
・
市
町
村
に
対
し
て
'

こ
れ
ら

差
別
を
な
く
し
て
い
く
行
政
施
策
を
強

く
要
求
し
て
い
く
形
を
と
っ
て
い
ま
す
︒

そ
れ
は
戦
前
に
'

差
別
す
る
の
は
人
び

と
の
意
識
の
古
き
に
あ
る
と
し
て
︑
差

別
的
言
乗
や
態
度
を
と
っ
た
人
を
徹
底

的
に
糾
弾
す
る
と
い
っ
た
水
平
社
運
動

か
ら
大
き
­
前
進
し
た
も
の
で
あ
り
ま

す
︒
こ
の
よ
う
に
︑
今
日
の
部
落
解
放

運
動
は
'

差
別
か
ら
の
解
放
の
た
め
へ

部
落
の
人
の
生
活
安
定
と
権
利
擁
護
の

た
め
に
積
極
的
行
動
を
と
る
と
と
も
に

憲
法
に
示
す
民
主
主
義
精
神
に
も
と
づ

き
'

今
日
の
社
会
意
識
と
し
て
存
在
す

る
国
民
の
差
別
意
識
の
変
革
を
め
ざ
し

て
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
︒

ニ
l
l
l
i
J
m
m
J
I
I

ソ　

H 

H　

ノ　

W
U
l
r
n
l
l
l
I
I
I

ヨ

号
ち
五
&
>
ば
な
し
⑪

『
黒
助
堀
』
(

く
ろ
す
け
ぼ
り
)

黒醜さ,<;a︑

「
の
け
ち
上
か
な
ら
へ
の
け
ま
す
ば
巴

と
い
う
と
'

荷
の
う
と
っ
た
自
分
の
荷
を
お
ろ
し

て
か
ら
題
の
ま
ん
中
の
そ
の
杉
の
太
か

材
木
を
'

ひ
ょ
い
と
引
き
か
か
え
て
道

の
横
の
水
た
ま
り
の
中
に
な
ん
ぎ
や
ら

す
と
︑
ポ
オ
ク
と
さ
か
さ
ま
し
突
き
さ

さ
つ
た
て
っ
た
い
︒
そ
し
て
自
分
の
荷

物
を
ひ
っ
か
ら
う
と
も
あ
と
も
み
で
な

さ
っ
さ
と
限
府
の
方
へ
降
っ
て
は
っ
て

か
し
た
げ
な
o
承
っ
ほ
う
で
こ
れ
を
見

と
っ
た
若
者
ど
も
は
'

黒
助
さ
ん
の
大

力
に
た
ま
が
っ
て
し
も
う
て
'

ポ
カ
ソ

と
し
て
見
と
れ
と
っ
た
げ
夜
た
い
.

そ
の
日
の
夕
方
︑
用
事
を
す
ま
し
た

黒
助
さ
ん
が
'

朝
の
と
こ
ろ
に
通
り
か

か
ら
す
と
'

体
一
ば
い
泥
だ
ら
け
に
な

っ
て
'

れ
い
の
若
者
ど
ん
が
材
木
を
引

き
上
げ
と
っ
た
て
っ
た
い
O
黒
助
さ
ん

の
姿
の
見
ゆ
る
と
走
っ
て
来
て
'

皆
連

●

で
頭
を
下
げ
て

「
今
朝
は
知
り
ま
せ
ん
で
ど
ぶ
れ
.

の
し

ま
し
た
O
は
ん
な
こ
て
申
し
わ
け
ご
ざ

り
ま
っ
せ
ん
.

す
み
ま
せ
ん
ば
っ
て
ん

杉
材
ば
上
げ
ち
く
だ
は
り
ま
っ
せ
ん
か
」

と
頼
む
げ
な
た
い
︒

遜
曙
が
よ
か
黒
助
さ
ん
を
,

「
は
い
︑
よ
か
た
い
あ
ー
た
」

と
い
い
な
が
ら
へ
な
ん
の
こ
と
な
し

に
手
ば
か
く
る
と
'

ゴ
ー
ス
と
ひ
き
ぬ

い
で
後
も
兄
で
な
ま
た
き
や
あ
も
ど
ら

し
た
げ
夜
︒
そ
う
す
と
そ
の
杉
の
材
木

を
引
き
ぬ
い
た
あ
と
が
堀
の
ど
て
な
っ

て
'

水
が
潜
っ
た
の
で
'

附
近
の
者
が

こ
の
話
し
を
開
い
て
そ
の
あ
と
を
「
黒

助
堀
」
と
い
う
こ
て
な
っ
た
て
っ
た
い
O

い
ま
は
ど
う
な
っ
と
る
か
と
い
う
と

堀
は
わ
か
ら
ん
ば
っ
て
ん
'

場
所
は
'

迫
間
の
茂
藤
里
の
入
口
の
ち
ょ
っ
と
西

で
'

道
路
の
改
修
や
ら
農
地
改
善
で
模

様
の
変
っ
て
し
ま
っ
た
け
ん
な
あ
o

ちくき報広(9)昭和53年2月15日

菊
池
市
の
南
端
へ
花
房
台
地
と
菊
池

平
野
の
接
す
る
あ
た
り
に
'

オ
レ
ン
ジ

色
の
瓦
の
家
と
グ
­
­
ソ
の
屋
根
の
カ

マ
ポ
コ
型
の
近
代
的
な
建
物
が
あ
り
ま

す
︒
こ
れ
が
私
た
ち
の
学
校
で
す
︒

東
西
お
よ
そ
四
キ
ロ
へ
南
北
か
よ
そ

二
キ
ロ
の
東
西
に
細
長
い
校
区
で
'

北

側
に
は
清
流
菊
池
川
が
縦
貫
し
て
菊
池

の
沃
野
を
う
る
お
L
t

南
側
に
は
遁
房

台
地
が
連
な
り
︑
畑
地
が
広
が
っ
て
い

ます.民
情
は
純
朴
で
'

勤
勉
夜
美
風
を
も

ち
'

学
校
に
対
す
る
協
力
性
の
き
わ
め

て
高
い
と
こ
ろ
で
す
︒
特
に
私
た
ち
の

学
校
の
伝
統
で
あ
る
「
体
育
」
に
つ
い

て
は
理
解
も
深
­
︑
社
会
体
育
の
面
で

は
'

組
織
へ
活
動
と
も
に
市
内
で
も
最

も
す
す
ん
で
い
る
と
言
え
ま
し
上
う
︒

お
か
げ
で
市
民
体
育
祭
で
は
︑
小
学

校
の
部
で
三
年
連
は
慣
俊
勝
を
獲
得
し
'

市
長
よ
り
連
続
優
勝
楯
を
い
た
だ
き
︑

校
長
室
に
光
を
添
え
て
い
ま
す
︒

花
房
校
は
'

十
五
年
間
体
育
の
全
額

域
に
わ
た
っ
て
研
究
を
す
す
め
'

昨
年

度
は
「
学
研
教
育
賞
」
を
受
賞
し
'

や

が
て
創
立
首
周
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
る
伝
統
あ
る
学
校
で
す
︒

今
年
度
も
「
器
機
体
操
」
の
研
究
に

敢
り
組
み
へ
児
童
の
実
態
や
器
械
運
動

の
特
性
を
明
ら
か
に
L
t

指
導
の
手
だ

て
を
­
ふ
う
し
て
'

そ
の
能
力
皇
長
め

児
童
の
健
康
の
増
進
と
体
力
の
向
上
を

図
り
'

健
康
で
安
全
な
生
活
を
営
む
態

度
を
育
て
る
よ
う
'

体
育
の
研
究
に
日

夜
努
め
て
い
ま
す
o

こ
の
め
ぐ
ま
れ
た
壌
境
の
中
で
'

松

永
校
長
を
船
長
に
'

乗
組
員
十
一
名
と

百
四
十
七
名
の
児
童
を
乗
せ
た
遜
居
丸

は
「
た
し
か
な
教
育
」
を
め
ざ
し
て
前

進
を
続
け
て
い
ま
す
.

穂
波
ゆ
た
か
に　

は
ぐ
­
め
る

菊
池
の
川
の
た
ゆ
み
な
­

わ
が
葦
原
の
学
び
舎
に

共
に
真
理
を
求
め
つ
つ

伸
び
ゆ
く
日
々
の　

楽
し
さ
よ

私
達
の
学
校

六
年　

田
中
千
枝

私
達
の
学
校
は
'

限
府
か
ら
南
へ
四

キ
ロ
は
と
は
な
れ
た
董
房
台
地
の
す
ぐ

下
に
あ
る
小
さ
な
学
校
で
す
.

そ
し
て

北
へ
二
百
メ
1
­
ル
ほ
ど
の
所
を
菊
池

川
が
流
れ
て
い
ま
す
︒

児
童
数
1
四
七
名
の
私
達
の
学
校
に

は
︑
十
1
人
の
先
生
が
お
ら
れ
ま
す
︒

学
校
の
始
ま
り
は
'

明
治
十
四
年
に

木
村
子
小
学
校
が
で
き
'

そ
の
あ
と
明

治
四
十
五
年
に
'

今
の
場
所
に
校
舎
が

で
き
た
そ
う
で
す
︒
そ
れ
で
も
う
す
ぐ

有
年
に
な
り
ま
す
︒

花
房
小
学
校
で
は
'

体
育
の
研
究
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
o
そ
れ
は
'

も
う
十

五
年
前
か
ら
始
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
︒

毎
日
へ
二
時
間
め
の
授
業
が
終
っ
た

後
へ
全
校
体
育
が
あ
り
花
房
体
操
を
や

り
へ
そ
の
後
学
年
こ
と
に
'

鉄
棒
︑
マ

ッ
ト
も
陸
上
な
ど
の
運
動
を
や
り
ま
す
o

ま
た
へ
毎
週
金
曜
日
に
は
'

週
例
リ

レ
ー
を
や
っ
て
い
ま
す
︒
全
校
生
徒
が

紅
白
に
分
か
れ
へ
み
ん
な
い
っ
し
ェ
う

け
ん
め
い
に
走
り
ま
す
︒
こ
し
た
り
こ

さ
れ
た
り
す
る
時
に
は
︑
応
え
ん
に
も

力・r;はいnますO

そ
れ
か
ら
時
々
'

体
育
の
勉
強
を
見

に
'

よ
そ
の
先
生
方
が
こ
ら
れ
ま
す
︒

私
た
ち
は
「
大
へ
ん
じ
ょ
う
ず
だ
」

と
い
わ
れ
た
時
へ
と
て
も
う
れ
し
­
な

りますO
市
民
体
育
祭
で
も
'

三
年
連
続
優
勝

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
o

ま
た
︑
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
'

夏

休
み
中
に
校
内
キ
ャ
ン
プ
が
行
わ
れ
へ

め
­
つ
か
の
班
で
み
ん
な
力
を
合
わ
せ

テ
ン
ト
を
は
っ
た
り
︑
食
事
を
作
っ
た

り
し
ま
す
O
そ
し
て
夜
に
は
︑
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
が
あ
り
︑
各
班
こ
と
に

出
し
も
の
を
し
て
'

み
ん
な
で
歌
っ
た

り
'

お
と
っ
た
り
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

す
こ
し
ま
す
o
冬
に
は
'

追
せ
き
ハ
イ

キ
ン
グ
も
あ
り
ま
す
︒
班
を
決
め
て
'

班
ご
と
に
間
を
お
い
て
出
発
し
'

い
ろ

●
い
ろ
夜
間
題
を
と
き
な
が
ら
進
み
ま
す
o

そ
し
て
へ
つ
い
た
所
で
は
'

努
へ
ん

と
う
や
お
や
つ
を
食
べ
て
ゲ
ー
ム
な
ど

を
し
て
あ
そ
び
'

そ
ん
な
そ
ろ
っ
て
帰

り
ま
す
︒

卒
業
式
に
は
'

八
丈
島
か
ら
フ
­

­
ジ
了
の
花
が
送

ら
れ
て
き
ま
す
O

そ
れ
で
卒
業
生
は

卒
業
証
書
と
い
っ

し
ェ
に
フ
­
I

ノ

ア
の
花
を
も
ら
い

ます︒我
房
小
学
校
は

み
ん
な
仲
よ
し
で

楽
し
い
学
校
に
な

る
よ
う
に
'

先
ば

い
た
ち
の
残
し
て

い
っ
た
伝
と
う
を

よ
り
よ
­
す
る
よ

う
に
t 
l

日
1
日

を
大
切
に
し
て
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す

垂線無昇級
L
で
す
︒

︒
と
き
2
月
2
2
日
㈲
1
2
月
2
7
日
㈲

午
前
1
0
時
­
午
後
6
時

O
と
こ
ろ　

鶴
屋
デ
パ
ー
ト
6
階

︒
主
催　

厚
生
省　

熊
本
県　

熊
本
市

㈲
日
本
食
生
活
協
会

︒
後
援　

熊
本
県
市
長
会　

熊
本
県
町

村
長
会　

熊
本
県
医
師
会　

熊
本
大

学
体
質
医
学
研
究
所　

熊
本
県
健
康

を
守
る
婦
人
の
会
ほ
か

o
 

0
 

O
 

o
 

o
 

o
 

o
 

O
 

O

(
あ
な
た
の
健
康
へ
体
力
は
?
)

◎
検
査
の
申
し
込
み

検
査
御
希
望
の
方
は
往
復
ハ
カ
キ
で

冨
七
十
万
人
の

「
栄
養
と
健
康
展
」

o

o

o

o

o

o

「
栄
養
と
健
康
展
」
は
'

あ
な
た
の

健
康
の
匿
合
や
体
力
の
程
度
を
調
べ
栄

養
診
断
な
ど
を
行
い
栄
養
へ
運
動
︑
休

養
に
つ
い
て
の
助
言
を
し
て
'

皆
さ
ん

の
健
康
つ
­
り
の
お
手
伝
い
を
す
る
催

下
記
の
こ
と
を
書
い
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
O

往
復
ハ
ガ
キ

住
所　

氏
名　

年
令　

職
業

電
話
番
号　

希
望
日
時

宛
先熊

本
市
水
前
寺
6
丁
目
1
8
の
­

熊
本
県
衛
生
部
公
衆
衛
生
課
内

「
栄
養
と
健
康
展
」
係
宛

※
運
動
の
で
き
る
服
装

※
無
料

生
活
環
境
課
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どう考えている大人の自覚と責任

菊
池
市
教
育
委
口
真
=
と
菊
池
市
で
は
︑
こ
と
し
成
人
と
な
る
人
を
対
象
に
'

新
し

い
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
た
自
覚
と
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
の
感
想
文
を
募
集
し
て

い
ま
し
た
︒

去
る
一
月
十
五
日
の
成
人
式
の
席
上
で
'

そ
の
感
想
文
応
募
者
の
代
表
四
人
が
︑

起
詞
と
し
て
自
作
の
感
想
文
を
披
露
し
て
'

新
成
人
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
0

太
号
で
は
へ
そ
の
一
人
'

荒
巻
祐
子
さ
ん
の
感
想
文
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
︒

成
人
の
日
を
迎
え
て
(

そ
の
­
)

カ
ネ
ボ
ウ
シ
ル
ク　

荒
巻
祐
子

本
日
へ
成
人
の
日
を
迎
え
た
私
た
ち

の
た
め
に
'

盛
大
を
式
典
を
挙
行
し
て

い
た
た
き
へ
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
o

l
生
に
1
度
の
こ
の
門
出
に
あ
た
り

心
の
こ
も
っ
た
御
祝
辞
t

か
励
ま
し
の

h
l

吉
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
が
'

私
た
ち

の
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
'

尊
い
教
訓
と

し
て
心
の
支
え
に
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
O

私
た
ち
は
'

今
日
か
ら
名
実
と
も
に

大
人
へ
の
1
歩
を
ふ
み
だ
し
ま
し
た
.

大
き
な
喜
び
を
感
じ
っ
つ
も
う
同
時

に
︑
大
人
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る

か
'

ま
た
へ
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
等

●

不
安
も
つ
き
ま
と
う
も
の
で
す
︒

私
は
t

人
娘
で
'

両
親
の
愛
情
を
1

身
に
あ
つ
め
て
成
長
し
て
き
ま
し
た
〇

五
十
1
毎
春
へ
カ
ネ
ボ
ウ
シ
ル
ク
菊

池
工
場
に
就
職
し
'

早
や
二
年
近
­
経

ち
ま
し
た
o
今
へ
寮
生
活
を
送
っ
て
お

り
ま
す
が
'

団
体
生
活
の
中
で
人
間
関

係
が
い
か
に
難
し
い
か
'

ま
た
へ
そ
の

中
で
自
分
自
身
を
律
す
る
こ
と
の
苦
し

さ
を
味
わ
い
ま
し
た
︒

工
場
に
は
'

洋
裁
へ
和
裁
'

編
物
へ

華
道
︑
茶
道
等
の
学
院
制
度
が
あ
り
ま

す
が
'

花
嫁
修
業
の
1
つ
と
考
え
将
来

に
備
え
る
つ
も
り
で
︑
仕
事
が
終
っ
て

か
ら
の
勉
強
は
つ
ら
く
︑
休
み
た
い
気

持
を
振
り
切
っ
て
学
院
の
授
業
に
没
入

し
ま
し
た
.

し
か
し
そ
の
こ
と
は
人
間

関
係
の
複
雑
さ
︑
不
愉
快
さ
か
ら
の
一

時
的
逃
避
の
面
が
な
い
で
も
な
い
よ
う

な
気
が
し
て
き
ま
し
た
︒

こ
の
二
年
の
間
に
も
知
ら
ず
知
ら
ず

の
間
に
'

自
分
自
身
が
見
直
せ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
を
感
じ
て
お
り
ま
す
o

職
業
に
貴
賎
は
な
い
と
言
わ
れ
ま
す

が
'

平
凡
で
単
調
夜
生
活
の
中
で
'

時

時
仕
も
­
p
嫌
い
に
I
t
f
c
­ 
'

も
っ
と
私
に

適
し
た
職
業
が
な
い
か
し
ら
へ
も
っ
と

社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
仕
事
が
あ

る
の
で
は
t

と
悩
む
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
︒同

じ
也
代
の
'

い
ろ
い
ろ
な
職
業
を

も
つ
多
く
の
仲
間
た
ち
と
話
し
合
い
を

し
て
い
る
中
で
'

や
は
り
共
通
の
悩
み

を
抱
い
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
︒

し
か
し
'

自
分
の
職
業
を
大
切
に
し

て
'

誇
り
を
も
っ
て
い
る
仲
間
が
い
る

こ
と
も
知
り
ま
し
た
︒
こ
う
い
う
土
産

で
の
仕
事
の
厳
し
さ
へ
人
と
の
交
わ
り

を
学
ぶ
に
つ
け
へ
私
の
悩
み
な
ど
は
'

ま
っ
た
­
甘
え
で
あ
っ
た
こ
と
を
痛
感

し
て
お
り
ま
す
O

昨
日
ま
で
は
未
成
年
へ
今
日
か
ら
は

成
人
と
'

暦
の
上
で
は
そ
う
な
り
ま
し

た
が
'
1
日
境
い
で
身
心
と
も
に
急
成

長
は
出
業
ま
せ
ん
が
'

今
日
を
起
点
と

し
て
'

自
分
の
仕
事
を
と
お
し
て
地
域

社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
大
人
と
し
て

の
責
任
と
義
務
を
果
す
覚
悟
を
し
て
お

り
ま
す
o

こ
の
こ
と
が
︑
明
日
の
日
本
を
担
う

若
人
の
役
目
と
心
得
て
お
り
ま
す
.

今
日
ま
で
慈
し
み
'

育
­
ん
で
­
れ

た
両
親
と
'

周
囲
の
大
勢
の
方
々
へ
自

然
の
恵
み
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
o

こ
れ
か
ら
迎
え
る
高
齢
化
社
会
の
若

者
の
二
貝
と
し
て
︑
古
き
世
代
へ
新
し

い
世
代
の
か
け
・
橋
を
自
ら
任
じ
︑
青
春

時
代
を
悔
い
の
な
い
も
の
に
し
て
ま
い

0.­!.. 
­!いと思います︒

な
お
へ
責
任
あ
る
社
会
人
と
し
て
暖

●

か
い
思
い
や
り
の
あ
る
女
性
と
な
る
よ

う
精
一
杯
努
力
す
る
覚
悟
で
す
.

焼却場への『ごみ持ち込み』一時禁止
==2月20日から1ケ月間=

焼
却
場
の
集
塵

機
改
修
工
事
を
し

ま
す
の
で
'

工
事

期
間
中
の
可
燃
物

(
も
え
る
ど
み
)

の
搬
入
を
禁
止
し

ます︒
︒
工
事
期
間

(
1
ケ
月
間
)

昭
和
5
3
年
2
月

2
0
日
よ
り

昭
和
5
3
毎
3
月

2
0
日
ま
で

. 
*
1
*
"
'
­
^

の
搬
入
は
'

工
事

期
間
中
へ
障
内
不

燃
物
埋
立
地
へ
搬

入
し
て
下
さ
い
︒

︒
陣
内
不
燃
物
埋

立
地

菊
池
市
大
字
小

木
字
率
野
原

小
木
分
校
よ
り

豊
地
点

市
役
所
生
活
壕

境
課
へ
問
合
せ
下

t.)い︒
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●

血
j

調
鵠
∬

テ
レ
ビ
へ
新
聞
紙
上
等
に
て
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
よ
う
に
'

冬
場
の
輸
血
用

の
血
液
不
足
は
深
刻
度
を
増
し
て
お
り

血
液
の
供
給
が
採
血
量
を
上
回
り
血
液

不
足
が
心
配
さ
れ
て
い
る
現
状
で
あ
り

ます︒献
血
に
対
す
る
御
理
解
を
い
た
だ
き

善
意
に
よ
る
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し

献
血
す
る
と
き
蛙
へ
血
液
型
︑
血
液

の
比
重
へ
血
圧
測
定
へ
医
師
の
問
診

が
あ
り
へ
あ
な
た
の
健
康
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
︒

t^­
ます︒

献
血
日
時

昭
和
5
3
年
2
月
2
0
日

ヽ
­
ノ鋼　

午
前
9
時
よ
り

午
後
3
時
ま
で

場
所

菊
池
市
中
央
公
民
館

玄
関
前

献
血
は
こ
わ
い
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
o

献　血　状　況

月日 受付数 採血教 不適教
4月20日 196名 175名 21名
6月200 281 245 36
7月 4日 172 133 39
7月l9日 393 243 150
8月22日 370 334 36

10月20日 295 248 47
12月14日 139 94 45
12月20日 143 122 21
12月24日 171 142 29

ft 2.160名 736名 424名

︒
あ
な
た
の
体
の
中
に
は
'

­ '­Iふ

G
(

体
重
の
7
­
8
酵
)

の
血
液
量

が
あ
り
︑
献
血
は
そ
の
2
0
0
∝
で
全
血

の
上
s　
­　
蕗
で
す
O

︒
採
血
の
と
き
の
痛
み
は
普
通
の
注
射

と
変
り
あ
り
ま
せ
ん
︒

︒
採
血
時
問
は
3
­
5
分
で
す
︒

︒
献
血
の
あ
と
は
普
通
の
生
活
に
差
し

つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
Q

︒
医
学
上
か
ら
み
て
危
険
や
'

健
康
に

不
安
は
全
­
あ
り
ま
せ
ん
︒

︒
献
血
は
1
6
才
以
上
で
6
5
才
未
満
の
健

康
を
方
で
あ
れ
ば
誰
で
も
出
来
ま
す
︒

t

J

1

分

l

ヽ

I

.

分

L
 

L

J

ヽ

分

1

ヽ

1

7

・

・

l
　

　

　

　

　

　

　

　

　

つ

厚
生
省
委
託

ガ
ン
巡
回
相
談

一
般
の
方
々
の

ガ
ン
の
医
学
的
へ

公
衆
衛
生
的
及
び

経
済
的
問
題
に
関

す
る
い
ろ
い
ろ
な

相
談
に
応
じ
ま
す
o

日
時　

2
月
2 

1
日

午
後
1
時
1
2
時
ま
で
受
付

場　

所　

中
央
公
民
館

検
診
料
一
人
二
二
〇
〇
円

八
五
〇
円
自
己
負
担　

三
五
〇
円

市
補
助

申
込
み　

健
康
を
守
る
婦
人
の
会
校
区

理
事
へ

'

～

'

r

～

,

～

l

J

～

J

r

～

t

r

～

]

～

]

～

J

r

・

～

]

三
種
混
合

①
◎
①

「
第
2
期
」
予
防
接
種

百
日
ぜ
き
‥
シ
フ
テ
­
ヤ
︑
破
傷
風

o

o

o

三
種
混
合
「
第
2
期
」
予
防
接
種
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
.

日　

時　

3
月
2
日　

1
3
時
3
0
分
­
1
4

時
3
0
分
ま
で
受
付

該
当
者
　
昭
和
5
0
年
1
0
月
1
日
～
昭
和

5
1
年
6
月
3
0
日
ま
で
の
出
生
児
で
'

昭
和
5
2
年
3
月
ま
で
に
第
1
期
へ
3

回
接
種
の
終
っ
た
人

場　

所　

中
央
公
民
館

注　
意

当
日
午
前
の
体
温
を
計
り
へ
保
護
者

の
印
か
ん
'

母
子
健
康
手
帳
を
必
ず

持
参
L
t

問
診
票
は
会
場
で
記
入
し

て
下
さ
い
︒

受
診
中
の
人
は
︑
か
か
り
つ
け
の
医

師
に
相
談
し
て
か
い
で
下
さ
い
o

●
お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が
き
の
抽
せ
ん

が
l

月
十
五
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
︒
当

せ
ん
番
号
は
次
の
と
お
り
で
す
︒

お
年
玉
賞
品
の
引
換
期
間
は
t 
l

月

二
十
日
か
ら
七
月
十
九
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
o
お
近
く
の
郵
便
局
で
t

か

早
目
に
お
受
け
取
り
下
さ
い
︒

1等
ラジ オ付 カ セ ッ ト 各 組

7 5 8 2 4 9

17 9 7 2 5
テ一 プレ コl ダ I 共 通

8 5 2 4 9 7

A 組 4 7 7 13 7

2等 腕 暗 計
各 阻共通 下 5 け た 0 8 4 3 7

A 組 下 5 け た 1 9 0 2 2

3等 手 紙 セッ ト《更せ ん、封 筒
グ1) ーテインク切】トの セット) 各組共 通 下 3 け た 893、 815

4等 お年 玉 切手 シー ト 各組 共 通 下 2 け た 61、99、71

転
居
な
ど
で
正
確
を
住
所
や
郵
便
番

号
な
ど
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
友
人
へ
知

人
な
ど
に
は
'

年
賀
状
の
当
せ
ん
番
号

を
見
直
さ
れ
る
と
同
時
に
へ
こ
の
機
会

に
住
所
録
の
整
理
な
ど
さ
れ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
︒

◎
郵
便
貯
金

便
利
で
お
ト
ク
を
厚
生
毎
金
の
受
け

取
り
は
振
替
預
入
で

郵
便
局
で
は
︑
あ
な
た
が
お
受
け
取

り
に
な
っ
て
い
る
厚
生
年
金
を
︑
支
払

い
日
に
自
動
的
に
郵
便
貯
金
に
預
け
入

れ
る
振
替
預
入
の
取
扱
い
を
し
て
い
ま

す
︒閣

K
S
間
組

支
給
日
に
あ
な
た
の
通
常
貯
金
口
座

に
自
動
的
に
入
金
さ
れ
ま
す
か
ら
t

か

預
か
り
金
額
の
通
帳
へ
の
記
入
は
'

あ

な
た
の
こ
都
合
の
よ
い
と
き
お
持
ち
い

た
だ
け
・
れ
ば
郵
便
局
で
い
つ
で
も
記
入

い
た
し
ま
す
︒

お
ト
ク
で
す
O

1
 
0
時
～
1
 
2
時

場
所中

央
公
民
館
大
研
修
室
(

二
階
)

◎
寒
中
見
舞
を
ど
う
ぞ

今
年
の
元
旦
に
は
'

み
な
さ
ん
が
年

賀
状
の
早
期
差
出
し
や
'

郵
便
番
号
の

記
載
に
.
U
協
力
い
た
だ
い
た
お
陰
で
'

順
調
に
配
達
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
O

と
協
力
を
深
­
感
謝
し
ま
す
︒

な
お
へ
何
か
の
都
合
で
年
賀
状
を
出

し
そ
び
れ
た
方
は
寒
中
見
舞
を
ど
う
ぞ

◎
年
賀
状
の
整
理
を
し
ま
し
ょ
う

振
替
預
入
さ
れ
る
と
年
金
を
七
日
間

早
­
受
け
と
れ
ま
す
︒

今
年
四
月
一
日
か
ら
郵
便
貯
金
は
日

歩
計
算
で
利
息
が
つ
き
ま
す
の
で
'

と

て
も
か
ト
ク
で
す
0

1­ffior&frsga)­1

お
手
元
の
通
帳
と
印
か
ん
'

そ
れ
に

年
金
証
書
を
も
っ
て
郵
便
局
ま
で
お
い
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特
定
分
譲
住
宅
(

民
営
ア
パ
ー
ト
)
­
­
­
.

一
〓
一
一　
　
　
　
　
　
　
　

一
●
〓
­
­
〓
〓
一
m
i
n
i

申
込
資
格　
土
地
(

又
は
借
地
)

を
お

持
ち
の
個
人
又
は
法
人
で
'

当
該
土

地
に
お
い
て
住
宅
を
賃
貸
す
る
事
業

を
行
お
う
と
す
る
者

敷　
地　
敷
地
面
積
が
千
平
方
メ
­
ド

ル
以
上
で
あ
る
こ
と
︒
た
だ
し
へ
良

好
な
計
画
が
可
能
を
場
合
は
そ
れ
以

下
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
︒

住
宅
の
基
準　

世
帯
向
住
宅
で
'

共
用

部
分
を
除
き
1
戸
当
り
三
十
～
百
二

十
平
方
メ
ー
ト
ル
の
共
同
住
宅
で
耐

火
構
造
で
あ
る
こ
と
O
店
舗
︑
事
務

譲
受
申
込
者
募
集

所
等
の
施
設
の
併
設
も
で
き
ま
す
︒

公
団
驚
金
の
限
度　

住
宅
︑
施
設
と
も

公
団
標
準
仕
様
及
び
l

定
の
面
積
ま

で
の
主
体
工
事
費
︑
特
殊
基
礎
費
︑

植
栽
費
等
に
つ
い
て
は
全
額
利
用
で

き
ま
す
︒
超
過
分
は
自
己
負
担

割
賦
年
限　

住
宅
3
0
年　

施
設
1
0
年

割
就
利
息
　
年
七
・
四
〇
`
パ
ー
セ
ン
ト

住
宅
に
つ
い
て
は
当
初
1
0
年
間
五
・

五
〇
パ
ー
セ
ン
ト

申
込
受
付
期
間
(

仮
受
付
)
2
月
2
8
日

ま
で
(

仮
受
付
を
し
た
場
合
は
'

本

ヽ

l

l

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

l

l

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

l

l

,

,

ヽ

ヽ

ヽ

　

　

　

　

　

ヽ

J

ヽ

ヽ

l

一

_

J

l

ヽ

ヽ

ヽ

,

,

1

　

-

　

,

I

,

,

ヽ

ヽ

.

1

　

-

受
付
の
際
に
再
藍
申
込
む
必
要
な
し
)

辞
し
い
こ
と
は

日
本
住
宅
公
団
九
州
支
社

事
業
部　

分
譲
住
宅
課

福
岡
市
中
央
区
長
浜
二
丁
目
二
­
四

曾
〇
九
二
・
七
七
1
­
四
二
一

〒
八
一
〇

い
a
j
a
L
a
J
H

免
税
軽
油
使
用
の

み
な
さ
ん
へ
〃
‥

免
税
軽
油
の
交
付
を
次
の
日
程
で
行

い
ま
す
︒
期
日
を
お
忘
れ
を
­
︑
必
要

書
癖
を
添
え
て
申
請
し
て
下
さ
い
.

尚
へ
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
'

県
菊
池

事
務
所
税
務
課
・
市
役
所
又
は
農
協
に

5る年4月から
国民年金の

保険料(定額)那
1ケ月

2,730円
になります

お
尋
ね
下
さ
い
︒

交
付
日
時　

3
月
1 

3
日　

9
時
1
1 

6
時

場　

所　

県
菊
池
事
務
所
税
務
課

"ゲラッ"ときたら.′あなたは

テレビによる地震対策
­県消防庁防災課­

〝タラッ〝ときたらヽどうします?テt/ピによる
地簾対策が、テレビ熊本(TKU)で放送されます。
こ家族みんなでこらんになり、地震にそなえましょう。

テ ーマ . 時 間 放 送 日 放 送 テ ー マ

こぞ ん じです か ?

­ 防 災 ミニ盲 科 一
( l l : 40 ­ l l : 49

2 月 16 日 地 下 街 で 地 震 ./ ど うす る… ?

2 3 日 スー パ】 で地 震 / どうす る ‥. ?

3 月 2 日 ター ミナルで地 震 / ど うす る… ?

9 日 ひろげ よ う./ 防 災 の 輪

16 日 訓 練 参 加 で 心 の ゆ と り

そ の と きあ なたは?

­ くらしの 中の
防 災­

( 8 : 25 ­ 8 : 30 )

2 月 19 日 地 震 / 山 崩れ 、ガケ崩れ に注 意

2 6 日 地 震 ! 津 波 に 注 意

3 月 5 日 地 震 に そ な え る 消 防 団

12 日 地 震 に そ な え る 婦 人 消 防 官

19 日 わ が 町 を 守 る

2 6 日 地 震 ! あ な た の 対 策 は .… . I
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